Collingwood の inside/outside of event をめぐって by 河瀬 明雄
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とにあったから,それを発見するには1) causaut - causaquodという
プロセス, 2〕causa ut- inside of event; causa quod - outside of eve-
nt, 3)観察し,認知しうるものはcausaquodである,ということから当然
causa quod (知られるもの) -- causa ut (知られざるものoutsi-
deからinsideへというプロセスをとらなければならない.ところでcausa



















情況にいる人が認知したもの-のstate of things existingの方に力点を
置いてみると,単なる見込みよりは具体的な事実・運動と考えることはできな
いだろうか.これは一方でoutsideをCollingwoodがit can bedescribed
12 河、瀬明雄
intermsofbodiesandtheirmovements(g^t。ryp213)ど規定してい
ることと考え合わせると一層明らかとなろう.事実Donaganもcausaut
の内容について,これは計画だけでなくより具体的な方策(計画実現のための
現実への対応という積極的活動)を含めて考えようとしているから(貫heLater
hil。s。phy
ofCol
P.192票gwood.¥
93/これから推しはかるとcausaquodは上述のように解するこ
とも可能である.
ところでこの項(Ⅱ)で展開した推論が許されるならば歴史的出来事をin
side!outsideに分けたことについての論理的説明は一応成立つであろう.た
だ残る問題はCollingwoodが歴史を説明する際に実際上の手段としてcausa
ut,causaquodを用いないで殊更inside,outsideをあてた根拠は何かとい
うことである.なおまたこうした中から判断すると,理論的立場からColling
woodのいう史料に基づく歴史的説明(その窮局は歴史上の人物の意図した目
的の解明にある)-広義の歴史叙述-という実践へと向うという仮説(B)は
可成の説得力をもち,強いて彼自身が述べている考古学に於ける野外研究での
経験をここに持込む必要は論理的にはないとみてよいかも知れない.しかしこ
の問題を一層すっきりと解決するために今度は少し角度を変えてCollingwood
の実際の歴史叙述の内容に目を移して検討することにする.(未完)
(昭和40午9月30日受理)
